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一　

は
じ
め
に

　

二
〇
世
紀
の
半
ば
、
一
九
五
三
年
に
、
驚
く
べ
き
簡
明
さ
と
形
式
的
な
美
し
さ
か
ら
伝
説
と
評
さ
れ
る
論
稿
が
科
学
雑
誌N

ature

に

掲
載
さ
れ
た
。
我
々
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
二
重
ら
せ
ん
構
造
を
と
る
こ
と
を
提
唱
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ト
ソ
ン
と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ク
リ
ッ
ク
の

M
olecular Structure of N

ucleic A
cids

と
い
う
論
稿
で
あ（
1
）る。
そ
れ
か
ら
五
年
後
、
ク
リ
ッ
ク
は
、
遺
伝
情
報
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
、
そ
し
て
タ
ン
パ
ク
質
へ
と
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ド
グ
マ
を
提
唱
す
る
。
そ
の
後
、
人
類
は
自
ら
の
設
計
図
を
解
き

明
か
す
べ
く
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
を
立
ち
上
げ
、
塩
基
配
列
と
い
う
暗
号
の
解
読
に
心
血
を
注
い
だ
。
二
〇
〇
三
年
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク

リ
ッ
ク
の
大
発
見
か
ら
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
が
経
過
し
た
そ
の
年
に
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
塩
基
配
列
が
解
読
さ
れ
る
に
至
る
。
分
子
生
物
学

と
い
う
、
自
然
科
学
の
一
領
域
が
成
し
遂
げ
た
偉
業
は
、
広
く
そ
の
影
響
力
を
社
会
に
及
ぼ
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
自
然
科
学
は
新
た
な
神
秘
の
領
域
へ
と
再
び
踏
み
込
も
う
と
し
て
い
る
。
人
体
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る

「
脳
」
で
あ
る
。
神
経
科
学
（neuroscien

（
2
）

ce

）
の
進
展
は
、〝
永
遠
の
謎
〞
と
さ
れ
て
き
た
「
意
識
」
や
「
心
」
に
メ
ス
を
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
神
経
科
学
は
、
分
子
生
物
学
に
続
く
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
、
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
鏑
矢
の
よ
う

に
見
え
る
。
事
実
、
そ
れ
ら
自
然
科
学
に
呼
応
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
人
文
科
学
領
域
で
はneuroethics

（
神
経
倫
理
学
）
が
、

社
会
科
学
領
域
で
はneurolaw

（
神
経
法
学
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
立
ち
上
が
り
議
論
を
深
め
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
に
は
、
代
表
的

な
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
・
シ
リ
ー
ズ
で
あ
るAspen Case Book Series
に
“Law

 and N
euroscience

”（『
法
と
神
経
科（
3
）学』）
が
加
わ
っ
た
。

法
学
領
域
に
お
い
て
も
神
経
科
学
は
探
究
す
べ
き
本
格
的
な
対
象
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
主
要
な
目
的
は
、
神
経
科
学
の
展
開
を
法
学
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
概
観
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
筆
者
が
専
攻
す
る
憲
法
学
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
議
論
動
向
と
し
て
、
認
知
過
程
の
自
由
（cognitive liberty

）
と
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い
う
新
た
な
自
由
権
概
念
の
登
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
、
大
西
洋
を
渡
り
欧
州
で
も
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
、

こ
の
「
認
知
過
程
の
自
由
」
は
、
憲
法
学
が
神
経
科
学
の
も
た
ら
し
た
知
見
や
技
術
、
急
速
に
進
む
そ
の
社
会
実
装
の
動
き
に
対
応
す
る

う
え
で
の
原
理
的
な
い
し
実
定
法
的
道
標
と
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。

二　

神
経
科
学
の
概
要

︱
神
経
法
学
の
視
点
か
ら

㈠　

概
要
把
握
の
た
め
の
視
点
設
定

　

神
経
科
学
は
多
様
な
研
究
対
象
、
研
究
手
法
を
内
包
す
る
学
問
領（
4
）域で

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
神
経
法
学
」
に
困
難
な
問
題
を
突
き
つ

け
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
法
曹
実
務
家
ブ
レ
ン
ト
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
（Brent G

arland

）
は
、「
神
経
科
学
は
多
く
の
分
野
を
包
含
し
て

お
り
（
心
理
学
、
精
神
医
学
、
精
神
薬
理
学
な
ど
）、
研
究
対
象
も
人
の
知
覚
、
言
語
、
感
情
、
思
考
と
い
っ
た
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
。
神

経
科
学
を
秩
序
立
て
て
論
じ
ら
れ
る
切
り
口
一
つ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
す
で
に
し
て
難
関
な
の
で
あ（
5
）る」

と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
法

が
神
経
科
学
を
論
じ
る
と
き
、「
切
り
口
」
が
す
で
に
一
つ
の
論
点
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
切
り
口
を
い
か
に
設
定
す
る
か
に
よ
っ
て

議
論
の
対
象
や
意
義
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
で
示
さ
れ
た
代
表
的
な
「
切
り
口
」
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

　

ガ
ー
ラ
ン
ド
は
、
神
経
科
学
技
術
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
い（
6
）る。

第
一
に
、「
脳
機
能
計
測
と
画
像
化
（m

onitoring and im
aging 

the brain

）」
と
い
う
領
域
が
存
在
し
、
こ
こ
に
神
経
画
像
を
用
い
た
行
動
予
測
や
虚
偽
検
出
、
脳
死
判
定
と
い
っ
た
研
究
分
野
を
分
類
す

る
。
続
い
て
第
二
に
、「
人
間
の
脳
の
操
作
（m

odifying the brain

）」
と
い
う
べ
き
領
域
が
存
在
し
、
薬
剤
に
よ
る
機
能
増
強
、
依
存
症

に
対
す
る
薬
理
学
的
治
療
な
ど
が
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
先
に
紹
介
し
た
『
法
と
神
経
科
学
』
に
お
い
て
も
「
切
り
口
」
が
提
示
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さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
脳
を
画
像
化
す
る
技
術
を
用
い
て
脳
の
構
造
や
機
能
を
可
視
化
す
る
「
脳
測
定
（brain m

onitoring

）」
と
、

手
術
や
電
気
的
・
磁
気
的
な
刺
激
、
薬
剤
を
用
い
て
脳
を
人
為
的
に
操
作
す
る
「
脳
操
作
（brain m

anipulation

）」
と
い
う
二
分
類
が
採

用
さ
れ
て
い（
7
）る。
前
者
は
、
脳
の
構
造
や
機
能
を
画
像
化
す
る
様
々
な
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
脳
内
の
構
造
や
機
能
の
現
在
の
状
態
を

可
視
化
す
る
こ
と
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。
身
体
に
対
す
る
侵
襲
性
は
概
し
て
高
く
な
く
、
我
々
の
精
神
を
司
る
臓
器
で
あ

る
脳
の
「
情
報
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
は
、
脳
と
い
う
臓
器
に
対
し
て
物
理
的
に
介
入
し
、
脳
の
構
造
あ
る
い
は
機
能
を
改
変

す
る
こ
と
で
、
あ
る
目
的
に
沿
っ
て
脳
の
状
態
を
人
為
的
に
操
作
す
る
こ
と
に
関
わ
る
領
域
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
身
体
に
対
す
る
侵
襲
性

は
低
く
な
い
が
、
脳
と
い
う
臓
器
の
機
能
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
節
で
は
「
脳
測
定
」
と
「
脳
操
作
」
の
二
分
類
に
従
い
、
神

経
法
学
が
神
経
科
学
を
ど
の
よ
う
に
主
題
化
し
て
い
る
か
を
概
観
す
る
。

　

検
討
に
入
る
前
に
、
脳
を
含
む
中
枢
神
経
系
の
重
要
な
特
性
を
確
認
し
て
お
く
。
神
経
細
胞
内
部
の
情
報
伝
達
は
、
イ
オ
ン
を
用
い
た

電
位
変
化
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
細
胞
間
で
は
、
シ
ナ
プ
ス
伝
達
と
呼
ば
れ
る
情
報
の
伝
達
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
イ
オ
ン

電
流
に
よ
る
電
気
的
方
法
と
神
経
伝
達
物
質
を
用
い
た
化
学
的
方
法
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
シ
ナ
プ
ス
伝
達
の
強
度
は
後
天
的
に
変
化
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
特
性
は
「
可
塑
性
」
と
呼
ば
れ
、
記
憶
な
ど
高
次
脳
機
能
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
神

経
回
路
が
、
電
気
的
、
化
学
的
な
方
法
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
電
気
回
路
と
で
も
い
う
べ
き
性
質
を
持
つ
こ
と
、
ま
た
、
回
路
に
お
け
る

伝
達
の
強
弱
が
可
塑
性
に
よ
り
後
天
的
に
変
化
す
る
こ
と
は
、
以
後
の
検
討
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
特
性
で
あ
る
。

㈡　

脳
測
定
（brain m

onitoring

）

　

脳
を
画
像
化
す
る
技
術
に
関
わ
る
脳
測
定
は
「
脳
の
可
視
化
」、「
内
心
解
読
」、「
神
経
科
学
的
予
測
」
の
三
つ
の
段
階
に
分
類
で
き
る
。

以
下
そ
れ
ぞ
れ
を
概
観
し
て
い
く
。
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1　

脳
の
可
視
化

　

脳
を
可
視
化
す
る
脳
撮
像
技
術
は
、
脳
の
「
構
造
」
や
「
機
能
」
を
明
ら
か
に
す
る
。
例
え
ば
、
Ｘ
線
、
Ｃ
Ｔ
（Com

puted 

Tom
ography:

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（m

agnetic resonance im
aging:

磁
気
画
像
共
鳴
法
）、
Ｄ
Ｔ
Ｉ
（diffusion w

eighted 

im
age:

拡
張
テ
ン
ソ
ル
画
像
）
と
い
っ
た
技
術
は
、
脳
の
組
織
の
二
次
元
的
な
断
面
図
を
撮
影
す
る
こ
と
や
、
三
次
元
的
な
立
体
図
を
作
成

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
は
、
頭
部
を
切
開
す
る
か
、
死
後
の
解
剖
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
っ
た
脳
の
構
造
や
、
神

経
回
路
の
状
態
の
詳
細
な
把
握
を
、
生
き
た
人
間
に
対
し
て
非
侵
襲
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
脳
の
ど
の

部
分
が
活
性
化
し
て
い
る
か
、
と
い
う
「
機
能
」
に
つ
い
て
も
可
視
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
技
術
は
、
脳

機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
（functional neuroim

aging

）
と
総
称
さ
れ
、
例
え
ば
、
脳
波
図
、
脳
磁
図
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（functional m

agnetic 

resonance im
aging:

機
能
的
磁
気
画
像
共
鳴
法
）、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（Positron Em

ission Tom
ography: 

陽
電
子
断
層
撮
像
法
）
が
あ
る
。
脳
波
図
と
脳

磁
図
は
、
脳
内
の
神
経
活
動
に
伴
う
電
位
変
化
を
前
者
は
電
気
的
、
後
者
は
磁
気
的
に
セ
ン
サ
ー
で
把
握
し
、
計
測
部
位
一
帯
の
神
経
活

動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
分
布
を
総
量
的
に
計
測
す
る
。
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
お
よ
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
強
い
磁
場
を
利
用
す
る
か
、
陽
電
子
を
放
出
す
る
放
射

性
同
位
体
を
用
い
る
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
脳
内
で
神
経
細
胞
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
伴
い
生
じ
る
、
血
液
需
要
の
増
加
を
捉
え
て
可
視

化
し
、
脳
内
の
活
性
部
位
を
特
定
す
る
技
術
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
脳
と
い
う
臓
器
の
働
き
を
非
侵
襲
的
に
観
測
で
き
る
技
術
は
、
生

き
て
い
る
人
間
の
脳
の
活
動
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
、
か
つ
、
従
来
は
観
測
不
可
能
で
あ
っ
た
精
度
・
範
囲
に
わ
た
っ
て
観
察
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
。
特
に
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
高
い
画
像
精
度
を
も
ち
、
脳
の
深
部
の
活
動
ま
で
も
観
察
可
能
な
た
め
に
、
神
経
科
学
の
進
展
の
大

き
な
要
因
と
な
っ
た
。

　

ま
と
め
れ
ば
、
人
間
の
脳
の
構
造
と
機
能
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
か
つ
高
精
度
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
活
用
は
医
療
現
場
が
主
で
あ
る
が
、
法
廷
に
お
い
て
も
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
脳
の
機
能
障
害
や
物
理
的
損
傷
を
立
証
す

る
た
め
、
特
に
刑
事
裁
判
に
お
い
て
は
「
責
任
無
能
力
の
抗
弁
（insanity defense
）」
に
お
い
て
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
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て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
現
状
を
め
ぐ
っ
て
証
拠
採
用
基
準
の
妥
当
性
や
、
刑
罰
観
そ
の
も
の
に
関
わ
る
議
論
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
経
法
学
か
ら
は
他
に
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
て
い
る
。「
脳
の
可
視
化
」
を
行
っ
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、

目
的
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
疾
患
や
傷
害
、
手
術
歴
等
に
つ
い
て
も
容
易
に
明
ら
か
に
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
「
脳
の
可
視
化
」

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
慎
重
な
配
慮
を
要
求
す
る
が
、
内
心
に
秘
め
ら
れ
た
信
条
や
感
情
を
暴
露
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
神
経

法
学
か
ら
は
捉
え
ら
れ
て
い（
8
）る。

そ
の
意
味
で
、
よ
り
重
大
な
問
題
性
を
帯
び
る
の
は
次
に
紹
介
す
る
「
内
心
解
読
」
で
あ
ろ
う
。

2　

内
心
解
読
（m

ind reading

）

　

神
経
科
学
の
発
展
は
「
精
神
の
可
視
化
」
に
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
開
発
に
よ
っ
て
「
脳

の
可
視
化
」
が
進
み
、「
認
知
神
経
科
学
（cognitive neuroscience

）」
が
誕
生
し
た
。
認
知
神
経
科
学
と
は
ヒ
ト
の
認
知
機
能
、
つ
ま
り

は
知
覚
、
運
動
、
言
語
、
思
考
、
記
憶
と
い
っ
た
精
神
作
用
全
般
と
そ
の
精
神
作
用
を
司
る
神
経
の
領
域
（
神
経
基
盤
（neural basis

））

を
探
求
し
て
い
る
学
問
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
特
定
の
認
知
活
動
を
引
き
起
こ
す
の
に
十
分
か
つ
最
小
の
神
経
メ
カ
ニ
ズ
ム
、「
意
識

に
相
関
し
た
脳
活
動
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
（neural corelate of consciousn

（
9
）

ess

））」（
以
下
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
と
略
す
）
を
特
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

あ
る
精
神
活
動
（
喜
ぶ
、
噓
を
つ
く
、
記
憶
を
思
い
出
す
）
を
行
な
っ
て
い
る
個
人
の
脳
内
で
ど
の
よ
う
な
神
経
活
動
が
生
じ
て
い
る
か

を
、
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
用
い
て
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
科
学
的
に
優
位
な
相
関
を
有
す
る
神
経
活
動
と
精
神
活
動
の
組
み
合
わ
せ

が
探
求
で
き
る
。
そ
の
探
求
の
結
果
が
蓄
積
す
れ
ば
、
特
定
の
神
経
活
動
が
生
じ
た
時
に
は
あ
る
精
神
活
動
も
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
推
理
、
言
い
換
え
れ
ば
、
内
心
の
「
推
知
」
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
推
知
の
正
し
さ
の
確
率
は
、
神
経
活
動
と
認

知
活
動
が
ど
の
程
度
強
く
相
関
し
て
い
る
か
に
依
存
す
る
。
さ
ら
に
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
特
定
が
進
め
ば
、
個
人
の
内
心
を
「
解
読
」
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
で
既
知
と
な
っ
た
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が
観
測
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
対
応
す
る
認
知
活
動
が
ほ
ぼ

確
実
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
脳
波
計
を
用
い
た
感
情
の
推
知
は
か
な
り
の
精
度
で
実
現
し
て
お
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り
、
企
業
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
の
活
用
を
始
め
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
言
葉
よ
り
も
よ
り
正
確
に
、
よ
り
深
く
顧
客
の
感
情
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
人
と
会
話
せ
ず
と
も
、
表
情
を
伺
い
見
ず
と
も
、
た
だ
脳
の
活
動
状
態
を
示
す
デ
ー
タ

さ
え
取
得
で
き
れ
ば
、
そ
の
脳
の
持
ち
主
の
内
心
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。
こ
れ
ら
はm

ind decoding

や

m
ind reading

と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
内
心
解
読
」
と
い
う
訳
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

神
経
法
学
に
お
い
て
は
、
虚
偽
や
偏
見
の
探
知
、
記
憶
の
再
現
な
ど
の
研
究
が
注
目
さ
れ
て
い
）
10
（

る
。
虚
偽
の
探
知
の
著
名
な
例
と
し
て
、

「
Ｐ
３
０
０
」
と
い
う
脳
波
を
用
い
る
手
）
11
（
法
が
知
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
で
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
も
話
題

を
呼
ん
）
12
（

だ
。
近
年
で
は
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
虚
偽
検
出
が
研
究
さ
れ
て
い
）
13
（

る
。
最
近
で
は
、
よ
り
長
時
間
の
活
動
パ
タ
ー
ン
を
用
い
る
こ
と

で
精
度
を
向
上
さ
せ
る
研
究
も
進
ん
で
い
）
14
（
る
。
ま
た
、
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
用
い
て
神
経
活
動
か
ら
偏
見
の
探
知
を
行
う
試
み
も
注

目
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
。
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｔ
・
グ
リ
ー
リ
ー
（H

enry T. G
reely

）
は
、
偏
見
の
探
知
が
将
来
の
法
廷
に
お
い
て
は
、
重

要
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
科
学
的
に
偏
見
の
有
無
を
検
査
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
陪
審
員
や
裁
判
官
の
忌
避
申

立
や
、
人
種
差
別
事
件
に
お
け
る
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
う
る
か
ら
で
あ
）
15
（

る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
一
つ
の
潮
流
に
“Brain Bigdata
”（
ブ
レ
イ
ン
・
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
）
研
究
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
脳
の
計
測
デ
ー
タ
を

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
集
積
し
、
行
動
、
性
格
、
特
性
と
脳
活
動
の
相
関
関
係
の
探
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
痛
み
を
感

じ
て
い
る
人
間
の
脳
撮
像
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
進
め
ば
、
痛
み
の
感
覚
と
相
関
す
る
脳
活
動
の
特
定
が
可
能
に
な
り
、
従
来
は
立
証
の
難
し

か
っ
た
「
痛
み
」
の
存
在
の
実
証
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
議
論
）
16
（

や
、
デ
ィ
ー
プ
・
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
と
組
み
合

わ
せ
、
脳
活
動
の
デ
ー
タ
の
み
か
ら
、
個
人
の
視
覚
情
報
を
画
像
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
）
17
（

う
。

　

神
経
科
学
技
術
の
進
展
は
、
内
心
領
域
の
聖
域
性
を
脅
か
す
可
能
性
が
高
い
。
神
経
法
学
だ
け
で
な
く
、
精
神
作
用
の
自
由
を
重
視
し

て
き
た
憲
法
学
も
、
何
ら
か
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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3　

神
経
科
学
的
予
測
（prediction based on neuroscience

）

　

ブ
レ
イ
ン
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
研
究
に
よ
っ
て
、
特
定
の
行
動
や
内
心
、
健
康
状
態
等
と
高
い
相
関
を
有
す
る
脳
撮
像
の
パ
タ
ー
ン
を
発

見
で
き
れ
ば
、
脳
撮
像
か
ら
、
そ
の
個
人
の
将
来
に
お
け
る
内
心
、
行
動
、
健
康
状
態
を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
グ
リ
ー
リ
ー

は
こ
れ
を
「
神
経
科
学
的
予
測
（prediction based on neuroscie

）
18
（

nce

）」
と
呼
ぶ
。
具
体
的
な
研
究
例
と
し
て
、
あ
る
単
語
群
に
関
す
る

脳
の
反
応
を
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
た
研
究
で
は
、
そ
の
反
応
パ
タ
ー
ン
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
被
験
者
に
自
殺
の
危
険
性
が
あ

る
か
な
い
か
を
九
〇
％
程
度
で
言
い
当
て
た
、
と
の
報
告
が
あ
）
19
（
る
。
つ
ま
り
、
我
々
は
現
在
の
内
心
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
内
心
ま
で
も

一
定
の
精
度
で
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
未
来
を
、
近
い
う
ち
に
迎
え
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

行
動
の
予
測
そ
れ
自
体
は
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
と
し
て
法
が
注
目
す
べ
き
事
態
が
生
じ
る
。

グ
リ
ー
リ
ー
は
、
神
経
科
学
的
予
測
が
、
刑
事
手
続
や
、
企
業
と
被
雇
用
者
、
親
と
子
、
教
育
機
関
と
学
生
と
い
っ
た
権
力
の
非
対
称
性

の
存
在
す
る
関
係
に
お
い
て
、
本
人
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
差
別
を
含
む
問
題
が
生
じ
う
る
と
指
摘
す
）
20
（
る
。

㈢　

脳
操
作
（brain m

anipulation

）

　

脳
測
定
技
術
の
向
上
と
知
見
の
蓄
積
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
脳
に
直
接
介
入
し
よ
う
と
い
う
試
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
脳

を
物
理
的
に
操
作
す
る
試
み
そ
れ
自
体
は
、
主
に
治
療
目
的
で
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
近
年
新
た
に
登
場
し
た
の
は
機
能
増
強

（enhancem
ent

）
で
あ
る
。
機
能
増
強
そ
れ
自
体
は
万
人
の
夢
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
対
象
者
の
目
的
に
叶
う
よ
う
な
形
で
脳
を
操
作
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
そ
の
意
に
反
し
た
操
作
を
も
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
治
療
目
的
の
操
作
、
機
能
増
強
目
的
の
操
作
、
本
人
の
意
に
反
す
る
操
作
（
つ
ま
り
介
入
）
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る

こ
と
に
し
た
い
が
、
そ
の
前
に
、
ご
く
簡
単
に
脳
を
操
作
す
る
手
法
・
技
術
を
説
明
し
て
お
く
。
伝
統
的
な
手
法
と
し
て
は
ま
ず
、
外
科

的
な
手
術
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
脳
に
電
気
的
・
磁
気
的
な
刺
激
を
加
え
る
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
電
気
回
路
的
な
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性
質
を
持
つ
神
経
回
路
に
電
磁
気
的
に
介
入
す
る
手
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
薬
理
学
的
手
法
も
存
在
す
る
。
脳
内
の
情
報
伝
達
は
神
経
伝

達
物
質
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
た
め
、
脳
内
の
化
学
的
な
バ
ラ
ン
ス
に
介
入
す
る
こ
と
で
脳
内
の
情
報
伝
達
を
強
め
た
り
弱
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
向
精
神
薬
に
分
類
さ
れ
る
薬
剤
の
投
与
が
該
当
す
る
。
さ
ら
に
、
特
異
な
手
法
と
し
て
は
、
脳
内
の
神

経
回
路
の
特
性
を
利
用
し
た
視
覚
刺
激
に
よ
る
操
作
が
あ
り
、postdiction

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
顔
の
好
み
を
変
え
る
こ

と
に
、
あ
る
程
度
成
功
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
）
21
（

る
。
近
年
で
は
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
電
気
的
・
磁
気
的
刺
激
、
薬
理
学
的
手
法

を
、
埋
め
込
み
型
や
非
埋
め
込
み
型
の
デ
バ
イ
ス
で
行
う
た
め
に
、
神
経
と
機
械
を
接
続
す
る
試
み
が
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
歩
行
補
助
を
行
っ
た
り
す
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（Brain M

achine Interface

）
が
登
場
し
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

操
作
手
法
は
「
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（neurom

odulation

）」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。

1　

治
療
（treatm

ent

）

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
、
治
療
と
し
て
の
脳
操
作
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
神
経
科
学
の
進
展
に
伴
い
、
精
神

疾
患
に
対
す
る
薬
剤
治
療
が
進
展
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
統
合
失
調
症
は
抗
精
神
病
薬
を
用
い
た
投
薬
治
療
が
可
能

と
な
っ
た
。
ま
た
、
依
存
症
の
治
療
、
具
体
的
に
は
ア
ヘ
ン
剤
に
対
す
る
依
存
症
の
投
薬
治
療
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
22
（
は
、
薬
物
犯
に

対
す
る
刑
罰
の
あ
り
方
を
再
考
さ
せ
る
も
の
と
し
て
神
経
法
学
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
）
23
（

る
。

2　

機
能
増
強
（enhancem

ent

）

　

近
時
、
と
り
わ
け
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
機
能
増
強
で
あ
り
、
主
に
二
つ
の
手
法
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
・
ド
ラ
ッ
グ
と
、

ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
手
法
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
・
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
ネ
ペ
ジ
ル
と
い
う
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
薬
剤
は
、
正
常
な
人
間
の
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記
憶
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
学
業
成
績
達
成
テ
ス
ト
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
の
受
験
勉
強
の
際
、
あ
る

い
は
そ
の
直
前
に
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
が
機
能
増
強
目
的
で
服
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
24
（

る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
「
機
能

操
作
の
も
た
ら
す
恩
恵
の
公
正
分
配
、
不
利
益
効
果
、
操
作
を
受
け
ら
れ
な
い
底
辺
層
の
創
出
の
危
険
）
25
（
性
」
な
ど
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
神
経
法
学
の
中
で
は
広
範
な
規
制
を
行
う
べ
き
と
の
声
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
機
能
増
強
は
、
主
に
電
気
刺
激
を
用
い
た
デ
バ
イ
ス
に
よ
り
記
憶
力
を
増
強
す
る
手
法

の
研
究
が
知
ら
れ
て
い
）
26
（
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
ス
マ
ー
ト
・
ド
ラ
ッ
グ
に
お
い
て
懸
念
さ
れ
て
い
る
問
題
点
が
、
同
様
に
当
て
は
ま
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

3　

介
入
（intervention

）

　

介
入
と
は
、
個
人
の
脳
・
脳
機
能
に
「
他
者
」
が
直
接
操
作
を
加
え
る
こ
と
を
指
す
。
こ
の
介
入
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
精
神
病

治
療
を
国
家
が
強
制
的
に
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
政
府
が
抗
精
神
病
薬
の
強
制
投
与
を
行
う
こ

と
を
条
件
付
き
で
合
憲
と
し
た
判
）
27
（
例
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
依
存
症
の
治
療
薬
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
薬
物
犯
に
対
し
て
強
制
的
な
投
薬

が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
）
28
（
る
。
他
に
も
「
記
憶
へ
の
介
入
」、
具
体
的
に
は
、
投
薬
や
電
気
刺
激
に
よ
っ
て
「
記
憶
の
編
集
、
消
去
、
あ

る
い
は
内
容
の
変
更
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
に
伴
う
感
情
を
和
ら
げ
る
」
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
論
者
も
存
在
す
）
29
（

る
。
ま
た
、
先
述
し

たpostdiction

の
使
用
は
、
大
掛
か
り
な
機
材
や
設
備
を
必
要
と
せ
ず
、
ス
テ
ル
ス
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
観
点
か
ら
も
注
目
に
値

す
る
と
い
え
よ
う
。
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三　

認
知
過
程
の
自
由
（cognitive liberty

）

　

神
経
科
学
の
大
家
で
あ
る
エ
リ
ッ
ク
・
Ｒ
・
カ
ン
デ
ル
（Erick R. Kandel

）
は
、
そ
の
体
系
書
に
お
い
て
、
神
経
科
学
の
目
的
を
「
あ

ら
ゆ
る
行
動
は
神
経
活
動
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
中
心
原
理
の
実
証
」
と
お
き
、
古
代
よ
り
、
文
明
社
会
に
お
い
て
は
人
間
の
行
動

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
証
左
と
し
て
、
デ
ル
フ
ォ
イ
の
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
に
刻
ま
れ
た
金
言
「
汝
自
身
を
知
れ
」
を
あ
げ

る
。
そ
し
て
、
古
代
よ
り
の
こ
の
関
心
に
と
っ
て
、「
心
と
意
識
の
探
究
こ
そ
未
知
へ
の
探
究
の
最
前
線
な
の
で
あ
る
」
と
喝
破
し
て

い
）
30
（
る
。
し
か
し
、
か
か
る
哲
学
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
背
景
に
控
え
て
い
る
と
し
て
も
、
神
経
科
学
の
現
状
は
確
固
た
る
体
系
性
を
有
し
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
多
様
な
技
術
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
羅
列
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
神
経
科
学
に
応
答
し

よ
う
と
す
る
神
経
法
学
の
対
応
も
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
感
が
否
め
ず
、
ガ
ー
ラ
ン
ド
も
法
学
に
と
っ
て
は
「
切
り
口
」
を
定
め
る
こ
と
自
体

が
論
争
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。

　

神
経
科
学
お
よ
び
神
経
法
学
の
蓄
積
に
実
定
法
学
が
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
に
は
、
そ
の
よ
う
な
カ
オ
ス
の
状
況
の
中
に
導
き
の
糸
を
探
り

出
す
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
の
よ
う
な
導
き
の
糸
を
、
近
年
、
神
経
法
学
あ
る
い
は
法
実
務
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
認
知
過
程
の
自

由
（cognitive liberty

）」
と
い
う
新
た
な
自
由
権
概
念
に
求
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
認
知
過
程
の
自
由
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
定
義

そ
れ
自
体
が
模
索
中
で
あ
っ
）
31
（

て
、
こ
れ
を
体
系
的
に
整
理
・
紹
介
し
た
業
績
は
未
だ
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
存
在
し
な
い
。
以
下
で
は
、

こ
の
新
し
い
自
由
権
概
念
の
整
理
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
そ
の
呼
び
名
は
時
と
し
て
「
内
心
の
自
由
（freedom

 of m
ind

）」、

「
思
想
の
自
由
（freedom

 of thought

）」
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
必
ず
し
も
「
認
知
過
程
の
自
由
」
を
一
律
に
使
用
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
認
知
過
程
の
自
由
」
と
い
う
名
称
に
そ
れ
ら
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
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㈠　

沿
革

︱
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
の
設
置

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
“Cognitive Liberty

”と
い
う
単
語
が
、
正
確
に
い
つ
か
ら
用
い
ら
れ
始
め
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
管
見

に
属
す
る
限
り
、
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
二
〇
〇
〇
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
ア
メ
リ
カ
の
弁
護
士
リ
チ
ャ
ー
ド
・
グ
レ
ン
・
ボ
ア

（Richard G
len Boire

）
は
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
（Center for Cognitive Liberty and Eth

）
32
（ics

）
を
ラ
イ
エ
・
サ
ン
タ
ン
チ
ア
（W

rye Sententia

）
と
共

に
設
立
し
た
。
同
じ
年
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
の
機
関
誌
で
あ
るJournal of Cognitive Liberties

に
掲
載
さ
れ
た
、
ボ
ア
の
４
パ
ー
ト
に
及

ぶ
エ
ッ
セ
イ
がCognitive Liberty

を
最
初
に
紹
介
し
た
論
稿
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
認
知
過
程
の
自
由
」
の
定
義
は
一
様
で
は
な
い
。
ボ
ア
は
上
述
の
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
、
広
く
「
自
己
の
意
識
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
権
）
33
（

利
」
と
し
て
定
義
す
る
が
、
サ
ン
タ
ン
チ
ア
は
、「
独
立
し
て
思
考
し
、
ま
た
、
自
ら
の
精
神
領
域
を
自
由
に
使
用
し
、
さ
ら
に
、

薬
剤
の
使
用
等
に
つ
い
て
自
律
す
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
基
本
的
な
権
）
34
（
利
」
と
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
各

個
人
が
独
立
し
て
か
つ
自
律
的
に
思
考
し
、
自
ら
の
精
神
の
全
領
域
を
使
用
し
、
ま
た
、
複
数
の
思
考
モ
ー
ド
に
従
事
す
る
と
い
う
権

利
）
35
（

」
と
あ
る
。
ま
た
、
定
義
を
難
し
く
さ
せ
て
い
る
の
は
、「
認
知
（cognition

）」
そ
れ
自
体
も
明
確
な
定
義
が
難
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
認
知
は
多
様
な
使
わ
れ
方
を
す
る
が
、
例
え
ば
、
認
知
神
経
科
学
に
お
い
て
は
「
認
知
」
は
情
報
処
理
と
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、「
認
知
」
と
い
う
言
葉
は
「
脳
が
何
を
し
て
い
る
か
」
を
表
す
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
認
知
は
よ
り
高
次
の
過
程
を

指
す
こ
と
が
あ
る
。
例
と
し
て
は
「
認
知
療
法
」
な
ど
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
場
合
の
「
認
知
」
が
こ
れ
に
当
た
り
、「
知
識
や
思
考
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
心
の
中
で
行
わ
れ
る
過
）
36
（

程
」
と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
認
知
神
経
科
学
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
情

報
処
理
過
程
と
し
て
の
「
認
知
（
過
程
）」
と
い
う
最
も
広
い
定
義
を
採
用
し
て
お
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、

本
稿
が
敢
え
て
「
認
知
過
程

0

0

の
自
由
」
と
い
う
呼
称
を
当
て
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

さ
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
は
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
、
抗
精
神
病
薬
の
強
制
投
与
が
問
題
と
な
っ
たSell v. U

nited 
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States

事
件
の
合
衆
国
最
高
裁
に
お
け
る
上
告
審
に
対
し
、
ア
ミ
カ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
を
提
出
し
、
そ
こ
に
お
い
て
も
「
認
知
過
程
の
自

由
」
に
触
れ
て
い
）
37
（

る
。
こ
の
ブ
リ
ー
フ
提
出
こ
そ
、
神
経
科
学
と
実
定
法
学
・
法
実
務
を
結
び
付
け
た
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
本
ア
ミ
カ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
と
最
高
裁
判
決
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
も
本
章
の
後
半
部
分
に

お
い
て
若
干
立
ち
入
っ
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

㈡　
「
認
知
過
程
の
自
由
」
の
議
論
展
開

1　

脳
測
定
と
「
認
知
過
程
の
自
由
」

　

で
は
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
は
神
経
法
学
の
中
で
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
き
た
か
を
概
観
す
る
た
め
、
先
に
紹
介
し
た
神
経
科
学

の
二
つ
の
支
柱
、「
脳
測
定
」
と
「
脳
操
作
」
に
分
け
て
み
て
ゆ
こ
う
。

　

ま
ず
、
脳
測
定
で
あ
る
が
、
訴
訟
に
お
け
る
そ
の
使
用
、
特
に
、
虚
偽
検
出
や
記
憶
の
探
知
を
め
ぐ
り
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条

（
不
合
理
な
捜
索
・
押
収
・
抑
留
の
禁
止
）
お
よ
び
第
五
条
（
自
己
負
罪
拒
否
権
）
が
保
障
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
関
わ
り
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ェ
ン
（Francis X. Shen

）
に
代
表
さ
れ
る
、
既
存
の
法
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
で
十
分
に
対
応
可

能
と
す
る
論
者
と
、
ニ
ー
タ
・
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
（N

ita Farahany

）、
マ
ー
ク
・
ブ
リ
ッ
ツ
（M

ark Blitz

）
に
代
表
さ
れ
る
、
新
た
な
自
由

概
念
の
必
要
を
訴
え
る
論
者
の
対
立
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
、「
内
心
解
読
」
は
、
法
廷
に
お
い
て
供
述
や
証
言
の
虚
偽
を
見
抜
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
結
果
、
黙
秘
権
の
保
障
が
有
名
無
実
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
か
ら
議
論
を
始
め
て
い
る
。

　

⑴　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ェ
ン
の
所
説

　

シ
ェ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
懸
念
は
「
精
神
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
パ
ニ
ッ
ク
（m

ental privacy pa

）
38
（nic

）」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の

に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
我
々
の
心
を
解
読
す
る
政
府
の
試
み
に
対
抗
し
た
行
動
を
直
ち
に
要
請
す
る
よ
う
な
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
や

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
誇
張
が
、
人
々
を
不
当
に
煽
っ
た
結
果
で
あ
る
と
批
判
す
）
39
（

る
。
こ
う
い
っ
た
論
調
に
乗
っ
て
「
認
知
過
程
の
自
由
」
と
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い
う
新
た
な
自
由
の
必
要
性
を
訴
え
る
議
論
は
、
第
一
に
、
神
経
科
学
の
現
状
に
対
す
る
理
解
を
欠
い
て
お
り
、
第
二
に
、
既
存
の
法
理

論
の
理
解
が
誤
っ
て
お
り
、「
パ
ニ
ッ
ク
」
を
煽
っ
て
い
る
、
と
批
判
す
る
。

　

彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
「
行
動
を
観
測
し
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
精
神
状
態
を
観
測
す
る
能
力
」
つ
ま
り
、「
心
の
理
論
（theory of 

m
ind

）」
が
備
わ
っ
た
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
読
心
者
（natural m

ind rea

）
40
（der

）」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
府
職
員
も
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
読

心
者
」
で
あ
る
以
上
は
、
内
心
読
解
を
行
う
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
為
の
是
非
を
問
う
こ
と
は
意
味
を
持
た
な
い
。
立
て

る
べ
き
問
い
と
は
、
政
府
に
よ
る
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
使
用
に
は
従
来
と
異
な
る
文
脈
が
存
在
す
る
か
、
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
と
い
う
二
点
に
収
斂
す
る
と
い
）
41
（

う
。

　

こ
こ
で
シ
ェ
ン
は
「
脳
の
可
視
化
」
と
「
内
心
解
読
」
の
違
い
を
強
調
す
る
。
つ
ま
り
、
脳
と
心
を
同
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
脳
機
能

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
は
直
ち
に
内
心
を
解
読
す
る
行
為
そ
の
も
の
と
な
る
が
、
心
身
二
元
論
が
依
然
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う

簡
単
で
は
な
い
こ
と
を
彼
は
指
摘
す
）
42
（
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
医
療
目
的
で
脳
の
可
視
化
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
自
体
は
内
心
解
読

に
は
至
ら
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
使
用
し
、
か
つ
、
機
械
的
に
可
視
化
で
き
な
い
精
神
状
態
を
推
論
す
る
行
）
43
（

為

こ
そ
が
「
内
心
読
解
」
で
あ
る
と
い
）
44
（
う
。
そ
し
て
、
こ
の
内
心
解
読
が
正
確
で
あ
る
た
め
に
は
、
当
然
、
可
視
化
さ
れ
た
脳
の
状
態
か
ら

内
心
を
導
く
推
論
の
連
鎖
が
正
し
い
と
い
う
前
提
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
指
）
45
（

摘
を
引
く
。
そ
の
上
で
、
こ
の
推
論
の
精
度
が
低
い
場
合
は
、

我
々
の
心
が
実
際
に
「
読
み
取
ら
れ
た
」
と
言
え
る
水
準
で
内
心
を
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
「
精
神
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
（m

ental privacy

）」
は
無
傷
で
あ
る
と
主
張
す
）
46
（

る
。
現
在
は
、
脳
の
活
動
と
精
神
の
関
係
性
は
そ
の
探
究
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
そ
の
探
究
の
段
階
）
で
あ
る
た
め
、
推
論
の
精
度
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
神
経
科
学
技
術
を
用

い
た
「
内
心
解
読
」
と
い
え
ど
も
、
現
状
に
お
い
て
は
従
来
の
「
心
の
理
論
」
を
用
い
た
内
心
の
推
測
と
本
質
的
な
差
異
は
見
出
せ
）
47
（
ず
、

つ
ま
り
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に
値
す
る
理
由
が
現
状
で
は
存
在
し
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
）
48
（

る
。

　

続
い
て
、
内
心
解
読
に
は
「
適
切
な
法
的
保
護
が
現
状
で
は
存
在
し
な
）
49
（
い
」
と
い
う
主
張
を
彼
は
否
定
し
、
修
正
第
四
条
、
修
正
第
五
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条
は
内
心
解
読
に
対
し
て
も
適
切
な
保
護
を
与
え
る
と
言
う
。
修
正
第
四
条
に
つ
い
て
は
、
令
状
主
義
の
例
外
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、

神
経
科
学
技
術
の
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
精
神
状
態
に
つ
い
て
十
分
に
関
連
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
と
は
言
え
ず
、

内
心
解
読
結
果
に
対
す
る
罰
則
付
き
召
喚
状
（subpoena

）
の
発
給
は
認
め
ら
れ
な
）
50
（
い
と
主
張
す
る
。
修
正
第
五
条
に
つ
い
て
は
、
内
心

解
読
の
結
果
を
証
拠
と
す
る
場
合
に
、
そ
れ
を
「
供
述
」
と
は
み
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
従
っ
て
保
障
が
及
ば
ず
検
査
の
強
制
は
避
け
ら

れ
な
い
と
い
う
見
）
51
（

解
を
紹
介
す
る
。
し
か
し
、
内
心
解
読
に
よ
っ
て
虚
偽
の
検
出
や
記
憶
の
検
知
を
行
う
多
く
の
場
合
に
は
、
な
ん
ら
か

の
問
い
か
け
と
被
験
者
の
「
応
答
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
側
面
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
を
「
供
述
」
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、

仮
に
応
答
が
必
要
な
い
と
し
て
も
脳
の
活
動
デ
ー
タ
か
ら
特
定
の
心
理
状
態
を
引
き
出
す
以
上
は
、
そ
の
「
推
論
」
の
存
在
を
捉
え
て

「
供
述
」
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
、
と
シ
ェ
ン
は
主
張
す
）
52
（
る
。

　

⑵　

ニ
ー
タ
・
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
、
マ
ー
ク
・
ブ
リ
ッ
ツ
の
所
説

　

フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
は
、
修
正
第
四
条
は
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
バ
リ
ア
が
破
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
場
合
、
そ
の
前
段
階
で
、
中
立
的
な

裁
判
官
が
令
状
を
発
行
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
に
す
ぎ
な
い
」
手
続
的
保
障
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
、
な
ん
ら
実
体
的
な
法
益
を
保
障
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
令
状
が
取
得
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
修
正
第
四
条
に
よ
る
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
合

理
的
な
期
待
の
保
障
」
を
理
由
に
そ
れ
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
で
、
修
正
第
五
条
は
、
あ
る
意
味
で
「
完
全
な
拒
絶
」
を
行
う

特
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
保
障
領
域
に
つ
き
、
政
府
に
よ
り
強
制
的
に
引
き
出
さ
れ
る
も
の
が
、
物
理
的
な
も
の

（
細
胞
や
血
液
、
尿
な
ど
）
で
あ
る
か
、
供
述
的
な
も
の
（
有
罪
の
告
白
や
被
告
人
本
人
の
証
言
な
ど
）
で
あ
る
か
を
区
分
し
た
上
で
、
後
者
に

の
み
自
己
負
罪
拒
否
権
の
保
障
が
与
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
）
53
（

る
。
つ
ま
り
、「
発
言
」
を
拒
絶
す
る
特
権
は
与
え
て
ら
れ
て
き
た

が
、
他
方
で
、
犯
行
の
決
定
的
な
証
拠
に
な
る
と
し
て
も
「
物
」
を
そ
の
意
に
反
し
て
採
取
さ
れ
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に

な
ら
え
ば
、
内
心
解
読
も
被
告
人
に
被
害
者
の
写
真
を
見
せ
て
脳
の
活
動
を
計
測
す
る
だ
け
で
は
、
被
告
人
の
供
述
や
発
言
を
一
切
必
要

と
し
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
国
家
は
脳
と
い
う
物
理
的
な
構
造
に
基
づ
く
証
拠
で
あ
る
限
り
は
修
正
第
五
条
を
気
に
せ
ず
に
そ
の
提
出
を
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強
制
す
る
と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
す
と
い
）
54
（
う
。
つ
ま
り
、
彼
女
に
よ
れ
ば
「
精
神
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
修
正
第
四
条
お
よ
び
修
正
第
五
条

の
も
と
で
は
神
聖
不
可
侵
（sacrosanct

）
で
は
な
）
55
（

い
」
こ
と
に
な
る
。

　

彼
女
は
、
こ
の
よ
う
な
検
査
に
よ
っ
て
政
府
に
暴
き
だ
さ
れ
う
る
「
心
の
中
に
あ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
思
考
、
記
憶
」
は
、「
我
々
の

自
律
意
識
（sense of autonom

y

）
と
不
可
侵
な
人
格
の
定
義
を
助
け
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
存
在
す
る
「
沈
思
黙
考

（private rum
ination

）
の
領
域
は
、
思
考
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
意
思
の
自
由
そ
し
て
個
人
の
自
律
と
い
う
根
本
的
な
概
念
に
と
っ
て

不
可
欠
の
も
の
で
あ
）
56
（
る
」
と
主
張
す
る
。
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
沈
思
黙
考
の
領
域
」
と
は
思
考
や
記
憶
な
ど
の
生
ま
れ
出
る
領
域
、
す
な

わ
ち
、
認
知
過
程
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
沈
思
黙
考
の
領
域
を
守
る
「
認
知
過
程
の
自
由

（cognitive liberty

）」
を
保
障
す
る
た
め
に
は
「
よ
り
堅
固
な
保
護
（m

ore robust protection

）
を
採
用
す
べ
き
で
」
あ
り
、
そ
れ
が
「
自

己
負
罪
に
対
す
る
憲
法
上
の
権
利
の
再
構
成
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
新
た
な
憲
法
上
の
保
護
、
な
い
し
は
、
…
…
こ
こ
で
提
案
し
た

神
経
科
学
情
報
技
術
法
（the N

euroscience Inform
ation Technology Act

）
の
よ
う
な
制
定
法
に
よ
る
保
護
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る

か
」
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
認
知
過
程
の
自
由
の
領
域
を
保
障
す
る
た
め
の
新
た
な
モ
デ
ル
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
57
（

い
。」
と
い
う
。

　

ま
た
、
ブ
リ
ッ
ツ
も
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
と
同
様
に
、
既
存
の
法
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
十
分
に
現
状
に
対
応
で
き
な
い
と
す
る
。
特
に
、

危
機
や
非
常
事
態
と
い
う
、
政
府
が
内
心
解
読
を
行
う
可
能
性
が
高
い
環
境
下
で
は
、
手
続
的
保
障
で
さ
え
も
後
退
す
る
危
険
性
が
あ
る

と
言
う
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
府
が
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
安
全
保
障
を
対
抗
利
益
に
挙
げ
た
場
合
、
裁
判
所
は
修
正
第
四
条
に

よ
り
保
障
さ
れ
る
べ
き
個
人
の
利
益
を
ほ
と
ん
ど
全
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
後
退
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
彼
は
、
修
正
第
一

条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
「
思
想
の
自
由
（freedom

 of thought

）」
を
修
正
第
四
条
と
修
正
第
五
条
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
手
続
的
保
障

の
解
釈
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
保
障
強
度
を
強
め
る
こ
と
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
）
58
（
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
前
提
に
、
彼
は
神
経
科
学
の
現
実
に
も
言
及
す
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
様
々
な
脅
威
を
も
た
ら
す

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
、
我
々
は
「
自
ら
の
精
神
世
界
（m

ental life

）
に
退
く
こ
と
で
特
定
の
状
況
下
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
維
）
59
（
持
」
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し
て
き
た
が
、
内
心
解
読
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
「
避
難
場
所
」
さ
え
も
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
彼
は
深
刻
に
懸
念
す
）
60
（
る
。

も
っ
と
も
ブ
リ
ッ
ツ
も
、
訴
訟
の
場
や
社
会
生
活
の
中
で
脳
撮
像
の
活
用
が
重
要
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
は
認
め
て
お
り
、
脳
測
定
技

術
の
完
全
禁
止
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、「
精
神
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
例
え
ば
令
状
の
不
要
な
捜
索
の
場
合
に
、
容

易
に
政
府
側
の
論
理
に
傾
き
が
ち
で
あ
る
不
確
か
で
容
易
に
影
響
さ
れ
や
す
い
修
正
第
四
条
に
よ
る
制
限
よ
り
も
、
よ
り
堅
固
な
保
障
を

必
要
と
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、「
修
正
第
一
条
こ
そ
が
、
我
々
の
精
神
生
活
（m

ental life

）
を
守
る
」
と
い
う
目
的
の
た
め

に
参
照
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
）
61
（
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
が
「
精
神
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
を
「
脳
の
周
囲
に

位
置
す
る
隔
絶
さ
れ
た
要
塞
」
と
表
現
し
た
こ
と
を
肯
定
的
に
評
価
し
、
そ
の
保
障
の
重
要
性
を
主
張
す
）
62
（

る
。
こ
こ
か
ら
も
、
彼
が
「
思

想
の
自
由
（freedom

 of thought
）」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
の
「
認
知
過
程
の
自
由
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

⑶　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
パ
ニ
ッ
ク
か
？

　

こ
こ
ま
で
政
府
に
よ
る
「
内
心
解
読
」
の
使
用
を
め
ぐ
る
議
論
を
概
観
し
て
き
た
。
全
体
を
踏
ま
え
た
上
で
「
騒
ぎ
す
ぎ
で
あ
る
」
と

い
う
シ
ェ
ン
の
見
解
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
要
す
る
に
シ
ェ
ン
は
、
内
心
解
読
に
つ
い
て
、
現
状
で
は
技
術
や
知
見
の
蓄
積
が
ま
だ
未
熟
で
あ
る
か
ら
、
原
理
的
に
個
人

の
内
心
を
正
確
に
観
測
す
る
と
言
え
る
ほ
ど
の
精
度
を
も
た
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

よ
う
な
、
表
情
や
手
の
汗
、
仕
草
な
ど
か
ら
内
心
の
推
測
を
行
う
こ
と
と
本
質
的
に
変
わ
り
が
な
く
、
新
た
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
を
提

起
し
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
政
府
が
内
心
を
推
測
、
解
読
し
よ
う
と
す
る
行
為
そ
れ
自
体
を
問
題
と
し
て
論
ず
る

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
推
論
の
正
確
性
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
な
線
引
き
が
必
要
に
な
る
は
ず
だ
が
、
彼

は
こ
れ
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
彼
は
修
正
第
四
条
お
よ
び
修
正
第
五
条
で
十
分
な
保
障
が
提
供
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
彼
の
提
案
は
既
存
の
判
例
学
説
の
柔
軟
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な
解
釈
的
対
応
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
実
定
法
学
と
し
て
は
適
切
な
初
動
対
応
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま

で
も
刑
事
手
続
上
の
保
障
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
言
う
に
及
ば
ず
、
現
状
に
対
し
て
の
対
応
を
示
し
た
だ
け
で
、
内
心
読
解
等
の
今
後
の
進

展
や
濫
用
可
能
性
に
対
し
て
「
十
分
で
あ
る
」
と
ま
で
は
断
言
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

シ
ェ
ン
の
指
摘
は
、
神
経
科
学
を
過
剰
に
恐
れ
ず
、
そ
の
技
術
的
可
能
性
を
冷
静
に
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
我
々
に
警
告
し
て
い
る
。
ま

た
、
法
学
・
法
実
務
と
し
て
、
ま
ず
は
手
持
ち
の
道
具
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
、
遺
伝
情
報
や
Ａ
Ｉ
を

め
ぐ
っ
て
現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
を
概
観
す
れ
ば
、
技
術
の
進
展
に
法
が
追
い
つ
か
ず
、
運
用
実
態
が
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
し
て
通
用
し
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
は
、
そ
れ
を
覆
し
、
あ
る
い
は
問
い
直
す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
い
え
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
、
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
や
ブ
リ
ッ
ツ
が
指
摘
す
る
「
認
知
過
程
の
自
由
」
の
土
俵
で
冷
静
に
保
護
の
あ
り

か
た
を
構
想
し
て
お
く
価
値
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

2　

脳
操
作
と
「
認
知
過
程
の
自
由
」

　

⑴　

介
入
と
「
認
知
過
程
の
自
由
」

　

続
い
て
、「
脳
操
作
」
と
「
認
知
過
程
の
自
由
」
の
関
係
を
概
観
す
る
。
既
に
論
じ
た
「
介
入
」
と
「
機
能
増
強
」
の
区
別
に
し
た

が
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

　

個
人
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
政
府
介
入
を
拒
絶
す
る
自
由
が
主
張
さ
れ
た
鏑
矢
は
、
先
に
若
干
指
摘
し
たSell v. U

nited States

事
件
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
が
提
出
し
た
ア
ミ
カ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
は
そ
の
文
面
上
で
は

「
思
想
の
自
由
（freedom

 of thought

）」
を
保
障
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
最
高
裁
先
）
63
（
例
は
繰
り
返
し
そ
の
重
要
性
を

認
め
て
き
た
と
指
摘
す
）
64
（

る
。
そ
の
上
で
、
同
ブ
リ
ー
フ
は
、
当
該
事
件
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
抗
精
神
病
薬
の
強
制
投
与
は
、
脳
内
の

化
学
的
バ
ラ
ン
ス
を
強
制
的
に
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
的
に
精
神
（m

ind
）
な
い
し
は
精
神
の
過
程
（m

ental process

）
を
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コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、
修
正
第
一
条
の
保
障
す
る
思
想
の
自
由
に
対
す
る
深

刻
な
侵
害
で
あ
る
こ
と
を
連
邦
最
高
裁
は
認
識
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
）
65
（

る
。
こ
れ
ま
で
最
高
裁
は
、
先
例
で
、「
最
も
専
制
的
な

政
府
で
あ
っ
て
も
、
内
的
な
心
の
働
き
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
無
力
で
あ
る
。
思
考
す
る
自
由
は
ま
さ
し
く
そ
の
本
質
か

ら
し
て
絶
対
的
な
も
の
で
あ
）
66
（
る
」
と
捉
え
て
き
た
。
し
か
し
、
神
経
科
学
の
進
展
が
も
た
ら
し
た
技
術
や
、
よ
り
強
力
な
抗
精
神
病
薬
の

登
場
に
よ
っ
て
、「
政
府
は
現
在
、
ま
さ
し
く
心
の
内
的
な
働
き
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
能
力
を
手
に
入
れ
た
」
の
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
あ
る
個
人
の
訴
訟
能
力
を
回
復
す
る
と
い
う
試
み
の
た
め
だ
け
に
、
彼
も
し
く
は
彼
女

の
意
思
に
反
し
て
そ
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
改
変
す
る
力
を
憲
法
は
連
邦
政
府
に
許
容
す
る
か
否
）
67
（

か
」
と
い
う
核
心
的
論
点
で
あ
る
と
同
ブ

リ
ー
フ
は
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
政
府
の
行
為
は
、
検
閲
行
為
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、「
も
し
政
府
が
市
民
の
意
識
の
そ
の
ま
さ
に
根
幹
を
操
作
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
表
現
に
対
す
る
検
閲
は
必

要
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
政
府
は
話
者
の
内
心
に
お
い
て
あ
る
見
解
が
生
ま
れ
来
る
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
た
め
、「
化
学

的
・
技
術
的
な
脳
に
対
す
る
操
作
は
、
表
現
に
先
立
つ
究
極
の
制
約
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
に
な
）
68
（

る
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
、
最
高
裁
は
抗
精
神
病
薬
の
強
制
投
与
を
一
定
の
条
件
付
き
で
合
憲
と
判
示
し
）
69
（
た
。

　

⑵　

機
能
増
強
と
「
認
知
過
程
の
自
由
」

　

先
に
も
述
べ
た
が
、
記
憶
力
を
増
強
す
る
ス
マ
ー
ト
・
ド
ラ
ッ
グ
の
使
用
が
全
米
で
広
が
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
学
生
の
う
ち
で

二
割
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
調
）
70
（

査
や
、
全
米
に
お
い
て
一
度
で
も
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
人
物
が
全
体
の
三
割
に
及
ぶ

こ
と
を
示
す
調
）
71
（

査
が
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
ブ
リ
ッ
ツ
は
、
ス
マ
ー
ト
・
ド
ラ
ッ
グ
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
機
能
増

強
も
含
め
、
そ
れ
ら
を
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
）
72
（

る
。
こ
こ
で
彼
が
持
ち
出
す
の
は
「
思
想

の
自
由
（freedom

 of thought

）」
で
あ
る
。
彼
は
、「
我
々
の
思
考
過
程
を
生
物
学
的
に
再
形
成
す
る
力
」
の
行
使
を
認
め
る
べ
き
で
あ
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る
こ
と
を
論
じ
て
お
り
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
と
関
心
と
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ブ
リ
ッ
ツ
は
、
外
部
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
全
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
思
考
は
、
政
府
の
手
の
届
か
な
い
領
域
の
も
の
と
し
て
判

例
・
学
説
と
も
に
広
く
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
神
経
科
学
や
精
神
医
学
に
お
け
る
認
知
増
強
（cognitive 

enhancem
ent

）
の
発
達
が
思
考
プ
ロ
セ
ス
へ
の
干
渉
を
可
能
に
し
、
状
況
を
一
変
さ
せ
た
。
彼
は
、「
思
考
は
隠
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
か

ら
神
秘
的
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
は
も
は
や
な
く
」、「
我
々
の
神
経
細
胞
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
細
胞
の
プ
ロ
セ
ス
と
リ
ン
ク
す

る
も
の
に
な
っ
た
」
と
言
）
73
（
う
。
し
か
も
、
思
考
の
背
後
に
存
在
す
る
生
物
学
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
そ
の
働
き

に
作
用
し
、
改
変
す
る
力
を
も
た
ら
す
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
薬
剤
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
機
能
増
強
を
可

能
に
す
る
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
個
々
人
の
「
魂
の
世
話
」
は
政
府
で
は
な
く
各
人
が
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
と
主
張
し
た
が
、
当
時
そ

れ
は
宗
教
選
択
の
自
由
を
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ブ
リ
ッ
ツ
は
、
科
学
が
「
魂
」
は
お
お
よ
そ
脳
の
活
動
か
ら
立
ち
上
が
る
こ

と
を
示
唆
す
る
今
日
に
お
い
て
は
、
政
府
介
入
を
拒
否
す
る
の
み
な
ら
ず
、
科
学
技
術
を
用
い
た
増
強
技
術
に
よ
る
魂
の
改
造
も
「
魂
の

世
話
」
と
し
て
個
人
の
自
律
の
領
域
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
）
74
（

る
。

　

彼
は
こ
こ
で
、
向
精
神
薬
を
用
い
て
自
ら
の
性
格
ま
で
も
思
う
よ
う
に
変
え
よ
う
と
す
る
試
）
75
（
み
を
含
め
た
、
神
経
科
学
技
術
に
よ
る
機

能
増
強
を
め
ぐ
る
倫
理
学
領
域
に
お
け
る
議
論
に
も
言
及
す
る
。
機
能
増
強
に
反
対
す
る
論
者
は
、
安
全
性
（
副
作
用
）
に
不
安
が
あ
る

こ
と
、「
普
通
」
や
「
完
璧
」
と
さ
れ
る
状
態
へ
の
迎
合
を
強
要
す
る
圧
力
を
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
、
利
益
集
団
に
よ
る
不
当
な
誘
導
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
機
能
増
強
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
賄
う
財
力
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
公
平
の
問
題
が
あ
る
こ
と
、
を
指
摘

す
）
76
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
リ
ッ
ツ
は
、
第
一
に
、
機
能
増
強
は
時
と
し
て
「
治
療
」
と
み
な
し
う
る
場
合
が
あ
る
こ
と
や
、
法
規
制
を

正
当
化
す
る
ほ
ど
に
著
し
く
不
公
平
な
結
果
を
生
じ
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
機
能
増
強
反
対
論
（
規
制
積
極
論
）
に
疑
問

を
投
げ
か
け
）
77
（

る
。

　

む
し
ろ
ブ
リ
ッ
ツ
は
、
機
能
増
強
に
一
定
の
条
件
で
賛
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
機
能
増
強
を
「
自
己
改
良
」
と
い
う
人
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類
の
通
常
の
営
為
と
同
視
で
き
る
（
あ
る
い
は
す
べ
き
で
あ
る
）
と
す
る
グ
リ
ー
リ
ー
の
主
）
78
（
張
に
共
感
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
方

向
性
を
も
つ
「
拡
張
さ
れ
た
心
（extended m

ind

）」
論
お
よ
び
、「
拡
張
さ
れ
た
心
」
論
を
発
展
さ
せ
た
倫
理
学
的
見
解
を
、
法
的
見
地

か
ら
も
参
照
に
値
す
る
議
論
と
し
て
紹
介
す
）
79
（
る
。

　
「
拡
張
さ
れ
た
心
」
論
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
認
知
の
物
質
的
媒
体
が
、
脳
や
身
体
だ
け
で
な
く
、
物
理
的
環
境
一
般
に
横
断
し
て

広
が
り
う
る
こ
と
を
主
張
す
る
仮
説
の
こ
と
で
あ
）
80
（

る
。
具
体
的
に
は
、「
私
た
ち
が
何
ら
か
の
課
題
に
直
面
し
て
、
世
界
の
一
部
が
、
そ

れ
が
頭
の
中
に
あ
っ
た
ら
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
認
知
過
程
の
一
部
と
認
め
る
よ
う
な
過
程
と
し
て
機
能
す
る
な
ら
、
そ
う
し
た
世
界
の

一
部
は
（
そ
の
時
に
は
）
認
知
過
程
の
一
部
で
あ
る
」
と
い
う
「
同
等
原
理
（parity principle

）」
を
用
い
て
、
そ
れ
に
該
当
す
る
限
り
で

世
界
の
一
部
を
心
と
同
視
で
き
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
）
81
（

る
。
こ
れ
を
受
け
て
ニ
ー
ル
・
レ
ヴ
ィ
（N

eil Levy

）
は
、「
心
に
お
け
る
内

部
的
な
干
渉
や
改
変
と
外
部
的
な
干
渉
や
改
変
の
間
に
、
倫
理
的
に
重
要
な
差
異
を
見
出
せ
な
い
限
り
は
、
そ
の
両
者
を
同
一
の
も
の
と

し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
「
倫
理
的
同
等
原
理
」
を
提
唱
す
）
82
（

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
遺
伝
子
や
脳
と
い
っ
た
内
部
的
な
も
の

と
大
衆
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
外
部
的
な
環
境
と
を
、
そ
れ
ら
が
内
部
や
外
部
と
い
う
違
い
を
有
す
る
こ
と
に
の
み
基
づ
き
、
倫
理
的
に
異

な
る
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
）
83
（

る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
て
ば
、
ノ
ー
ト
を
用
い
た
りiPhone

や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
用
い
て
記
憶
を
補
強
す
る
こ
と
が
倫
理
的
に
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
薬
剤
や
脳
内
に
埋
め
込
む
チ
ッ
プ
を
用
い
て
心
を
拡
張
す

る
こ
と
が
倫
理
的
に
許
さ
れ
な
い
理
由
は
不
明
確
な
も
の
に
な
）
84
（
る
。
そ
し
て
、
レ
ヴ
ィ
に
よ
れ
ば
、
神
経
科
学
技
術
を
用
い
た
機
能
増
強

の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
や
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
に
よ
る
認
知
増
強
と
「
倫
理
的
に
重
大
な
差
異
」
は
存
在
せ
ず
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
な
）
85
（
る
。

　

ブ
リ
ッ
ツ
は
、
憲
法
学
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
「
同
等
原
理
」
が
心
の
自
由
の
保
障
領
域
の
決
定
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
す

る
。
つ
ま
り
現
に
我
々
が
日
常
生
活
に
お
い
て
写
真
や
Ｖ
Ｒ
技
術
、
ノ
ー
ト
と
い
っ
た
補
助
手
段
を
用
い
て
思
考
を
拡
張
す
る
こ
と
が
憲

法
上
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
任
意
的
に
、
神
経
回
路
を
直
接
操
作
し
、
あ
る
い
は
、
脳
に
チ
ッ
プ
を
埋
め
込
む
こ
と
で
思
考
を
拡
張
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す
る
こ
と
は
、
同
様
に
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
「
思
想
の
自
由
」
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
の
で
あ
）
86
（
る
。
つ
ま
り
、

「
思
想
の
自
由
は
、
特
定
の
道
具
や
外
界
の
文
化
的
資
源
を
用
い
て
思
考
す
る
自
由
と
個
人
の
思
考
方
法
そ
の
も
の
を
変
容
さ
せ
る
道
具

あ
る
い
は
外
界
の
文
化
的
資
源
を
使
用
す
る
自
由
を
含
む
べ
）
87
（
き
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

ブ
リ
ッ
ツ
は
、
思
考
と
機
能
的
に
同
等
な
行
為
も
「
思
想
の
自
由
」
の
行
使
と
し
て
保
障
す
る
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

我
々
が
感
情
や
記
憶
と
い
っ
た
心
の
力
を
保
障
す
る
の
は
、
そ
れ
を
な
す
脳
に
価
値
を
認
め
る
か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
心
の
力
そ
れ
自
体

に
価
値
を
見
出
す
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
身
体
に
よ
っ
て
領
域
画
定
さ
れ
た
内
な
る
生
物
学
的
リ
ソ
ー
ス
を
使
用
し
た
思
考
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
リ
ソ
ー
ス
を
使
用
し
た
思
考
も
保
障
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ブ
リ
ッ
ツ
は
、
心
の
自
由
の
保
障
を
、
思
考
の

一
部
（
プ
ロ
セ
ス
）
と
機
能
的
に
同
等
な
行
為
だ
け
で
な
く
、
あ
る
思
考
を
行
う
自
己
そ
れ
自
身
の
再
形
成
に
か
か
わ
る
行
為
も
含
め
て

保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
）
88
（
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
思
想
の
自
由
は
、「
も
し
そ
れ
を
形
作
る
人
格
を
再
構
成
す
る
自
由
が
な
け
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
無
価
値
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
」
こ
と
を
指
摘
し
、
精
神
の
「
自
律
（autonom

y

）」
の
保
障
の
必
要
性
を
挙
げ
）
89
（
る
。

そ
こ
か
ら
、
彼
は
、「
沈
思
黙
考
す
る
と
い
う
（
自
然
に
守
ら
れ
て
い
る
）
能
力
の
み
を
保
障
す
べ
き
で
は
な
」
く
、「
外
在
化
し
た
思
考
や

精
神
の
自
律
を
補
助
す
る
資
源
や
技
術
を
も
特
定
し
保
障
す
る
よ
う
に
司
法
を
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
展
望
を
開
）
90
（
く
。

　

こ
の
よ
う
な
保
障
は
言
論
の
自
由
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
法
理
が

「
表
現
そ
れ
自
体
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
公
共
の
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
、
公
共
の
場
に
お
い
て
自
己
表
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な

条
件
を
保
障
」
す
る
よ
う
に
、
心
の
自
由
は
そ
の
保
障
領
域
を
「
環
境
や
社
会
の
資
源
に
ま
で
拡
大
す
る
」
べ
き
で
あ
る
と
言
）
91
（

う
。
政
府

は
、
そ
の
よ
う
な
環
境
や
資
源
を
提
供
す
る
義
務
こ
そ
負
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
資
源
が
す
で
に
個
人
に
開
か
れ
て
い
る
場

合
は
、「
合
理
的
な
根
拠
を
提
示
で
き
な
い
限
り
は
そ
れ
ら
を
人
々
か
ら
取
り
上
げ
る
自
由
を
持
た
な
）
92
（
い
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
ブ
リ
ッ
ツ
の
所
説
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
録
音
装
置
を
購
入
し
て
利
用
す
る
の
と
同
様
に
、
ス
マ
ー
ト
・
ド

ラ
ッ
グ
、
美
容
心
理
薬
理
治
療
、
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
も
政
府
介
入
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
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が
経
済
活
動
の
自
由
で
は
な
く
、
精
神
的
自
由
で
あ
る
「
思
想
の
自
由
」
と
し
て
保
障
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
彼

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
法
理
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
は
、
政
府
の
管
理
下
に
あ
る
資
源
や
精
神
科
学
的
技
術
も
一
定
の
条
件
で
は

公
衆
に
開
放
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
含
意
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

考
察
と
暫
定
的
展
望

　

こ
こ
ま
で
、
神
経
科
学
の
概
要
と
そ
れ
に
応
じ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
神
経
法
学
の
概
観
を
試
み
た
。
神
経
科
学
は
発
展
中
の
科
学
領
域

で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
動
向
を
確
定
的
に
描
き
出
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
法
学
の
関
心
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
神
経

法
学
の
相
貌
も
ま
た
流
動
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
神
経
科
学
と
実
定
法
学
の
結
節
点
も
ま
た
多
様
か
つ
局
所
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
錯

綜
し
た
議
論
状
況
に
お
い
て
、
本
稿
で
は
、
議
論
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
う
る
導
き
の
糸
と
し
て
「
認
知
過
程
の
自
由
」
に
着

目
し
た
。
以
下
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
を
め
ぐ
る
上
述
の
議
論
展
開
か
ら
の
示
唆
を
整
理
し
、
今
後
の
暫
定
的
展
望
を
示
し
て
お
き
た
い
。

㈠　

体
系
的
整
理
の
試
み

1　

権
利
の
性
質
：
消
極
的
側
面
と
積
極
的
側
面

　

ま
ず
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
の
性
質
に
つ
い
て
で
あ
る
。
既
に
概
観
し
た
と
こ
ろ
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
に
は
、

い
わ
ば
消
極
的
な
側
面
と
積
極
的
な
側
面
の
二
つ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
イ
タ
リ
ア
の
法
学
者
パ
オ
ロ
・
ソ
マ
ッ
ジ
オ

（Paolo Som
aggio

）
ら
が
行
っ
た
「
認
知
過
程
の
自
由
」
の
分
類
が
参
考
に
な
る
。

　

第
一
に
、
彼
ら
は
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
に
は
、「
警
察
官
、
医
療
関
係
者
、
商
業
関
係
者
な
ど
と
い
っ
た
、
精
神
の
所
有
者
以
外
の

第
三
者
に
よ
る
〔
神
経
科
学
技
術
の
〕
濫
用
に
対
す
る
防
御
的
な
概
念
」
と
し
て
の
消
極
的
な
構
成
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
）
93
（
る
。
彼
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ら
が
想
定
す
る
の
は
、
主
に
「
脳
操
作
」
で
あ
る
が
、
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
や
ブ
リ
ッ
ツ
の
所
説
の
よ
う
に
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
は
、「
脳

測
定
」（
特
に
、
内
心
解
読
）
に
対
し
て
も
防
御
的
な
構
成
を
と
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
に
は
、「
神
経
科
学
技
術
を
、
そ
れ
を
求
め
る
い
か
な
る
個
人
に
対
し
て
も
広
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
」

を
要
求
す
る
積
極
的
な
構
成
が
あ
る
と
言
）
94
（
う
。
こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
機
能
増
強
で
あ
り
、
ブ
リ
ッ
ツ
も
ま
た
機
能
増
強
の

開
放
を
示
唆
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
ブ
リ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
、
個
人
の
使
用
に
開
か
れ
た
環
境
や
資
源
を
自
己
の
機
能
増
強
に
活
用
す

る
こ
と
を
邪
魔
さ
れ
な
い
と
い
う
文
脈
を
主
に
想
定
し
た
論
調
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
利
用
可
能
な
機
能
増
強
技
術
を
使
用
す

る
自
由
に
対
す
る
政
府
介
入
を
排
除
す
る
と
い
う
防
御
的
構
成
つ
ま
り
消
極
的
側
面
が
前
景
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他

方
で
、
ソ
マ
ッ
ジ
オ
ら
の
所
説
は
、
神
経
科
学
技
術
を
広
く
諸
個
人
に
対
し
て
提
供
す
べ
き
国
家
や
社
会
の
義
務
の
よ
う
な
も
の
が
含
意

さ
れ
て
い
）
95
（
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
機
能
増
強
を
妨
害
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
安
価
で
安
定
的
な
提
供
を
義
務
づ
け
る
法
制
度

の
整
備
を
国
家
に
要
求
す
る
こ
と
や
、
新
し
い
成
果
を
国
民
に
利
用
可
能
に
す
る
た
め
の
国
家
に
よ
る
適
切
な
認
可
を
求
め
る
こ
と
な
ど

も
「
認
知
過
程
の
自
由
」
は
保
障
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
消
極
・
積
極
の
各
側
面
は
、

憲
法
学
で
は
お
な
じ
み
の
、
防
御
権
（
自
由
権
）
が
前
者
に
、
後
者
が
請
求
権
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
消
極
的
・
積
極
的
側
面
は
、

法
学
的
に
権
利
の
消
極
性
と
積
極
性
に
翻
訳
し
直
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

2　

権
利
の
射
程
：
後
退
と
拡
張

　

次
に
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
の
射
程
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ツ
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
対
し
て
、
個
人
は
「
精
神
世
界
に

退
く
こ
と
」
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
き
た
が
、
神
経
科
学
技
術
の
発
展
は
さ
ら
に
精
神
世
界
内
の
「
避
難
場

所
」
を
個
人
か
ら
奪
い
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ブ
リ
ッ
ツ
は
「
精
神
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」

︱
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー

に
よ
れ
ば
「
脳
の
周
辺
に
位
置
す
る
隔
絶
さ
れ
た
要
塞
」

︱
を
「
認
知
過
程
の
自
由
」
に
よ
り
保
護
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
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こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
を
「
心
」
と
呼
ぼ
う
が
「
人
格
」
と
呼
ぼ
う
が
、
我
々
の
精
神
作
用
に
は
「
脳
の
周
辺
に
位
置
す
る
隔
絶
さ
れ
た

要
塞
」
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
べ
き
核
な
い
し
奥
の
院
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
べ
き
は
、
我
が

国
の
憲
法
学
説
に
お
い
て
も
、
思
想
・
良
心
の
自
由
（
日
本
国
憲
法
一
九
条
）
の
射
程
に
つ
き
、
そ
れ
が
内
心
に
と
ど
ま
る
限
り
は
絶
対

に
保
障
さ
れ
る
と
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
）
96
（
る
。
当
然
、
絶
対
的
保
障
に
値
す
る
「
内
心
」
と
は
何
か
が
問
題
と
な
り
、
個
人
の
人
格
的

同
一
性
を
根
源
的
に
支
え
て
い
る
精
神
作
用
の
核
と
な
る
部
分
な
い
し
領
域
（
つ
ま
り
、「
隔
絶
さ
れ
た
要
塞
」）
を
構
築
す
べ
く
、「
内
心

作
用
の
階
層
化
」
が
様
々
に
試
み
ら
れ
て
き
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
）
97
（
る
。
神
経
科
学
が
認
知
過
程
を
裁
断
し
操
作
・
介
入
す
る
中
で
、
精
神

作
用
は
認
知
の
過
程
と
し
て
科
学
的
占
領
が
進
み
、「
隔
絶
さ
れ
た
要
塞
」
の
防
御
線
は
後
退
を
迫
ら
れ
る
。
進
展
す
る
神
経
科
学
の
前

に
、
防
御
線
は
ど
こ
に
引
か
れ
る
べ
き
な
の
か
、「
隔
絶
さ
れ
た
要
塞
」
を
築
く
こ
と
は
可
能
か
、
精
神
の
核
は
果
た
し
て
見
つ
か
る
の

か
、
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
重
要
な
の
は
、
か
か
る
「
認
知
過
程
の
階
層
化
」
に
従
っ
て
、
権
利
の
保
護
強
度
に

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
、
が
さ
ら
に
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
精
神
作
用
の
内
奥
へ
の
後
退
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
外
部
へ
の
拡
張
も
試
み
ら
れ
て
い
た
。
先
に
触
れ
た
「
拡
張
さ
れ

た
心
」
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
認
知
の
物
質
的
媒
体
が
、
脳
や
身
体
だ
け
で
な
く
、
物
理
的
環
境
一
般
に
横
断
し
て
広
が
る
こ
と
を
主
張

す
る
仮
説
で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ツ
や
レ
ヴ
ィ
は
、「
拡
張
さ
れ
た
心
」
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
外
部
世
界
に
あ
る
も
の
で
も
脳
内
の
認
知
過
程

と
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
る
も
の
は
認
知
過
程
の
一
部
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
（
同
等
原
理
）。
ブ
リ
ッ
ツ
が
「
認
知

過
程
の
自
由
」
の
根
拠
条
文
を
修
正
第
一
条
（
表
現
の
自
由
等
）
に
求
め
た
よ
う
に
、
同
等
原
理
に
よ
っ
て
認
知
過
程
の
一
部
と
み
な
さ

れ
た
外
部
資
源
は
、
所
有
権
や
管
理
権
の
問
題
で
は
な
く
、
精
神
的
自
由
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
我

が
国
の
支
配
的
学
説
は
精
神
的
自
由
権
を
優
越
的
地
位
に
お
き
、
厳
格
審
査
に
よ
っ
て
保
護
す
る
と
説
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
従
来
の
憲
法
学
説
に
照
ら
せ
ば
、
神
経
科
学
の
技
術
的
展
開
と
神
経
法
学
の
議
論
は
、「
内
心
」
の
後
退
と
拡

張
の
相
反
す
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
「
心
の
自
由
」
を
捉
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
権
利
の
領
域
画
定
の
た
め
に
、
こ
の
グ
ラ
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デ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
ど
の
よ
う
な
線
引
き
を
す
べ
き
か
。
近
時
の
憲
法
学
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
尊
）
98
（
厳
」
が
規
整
理
念
的
役

割
を
果
た
す
の
か
、
あ
る
い
は
、
従
来
の
「
信
条
説
（
人
格
核
心
説
）」
の
延
長
の
上
で
「〝
人
格
形
成
〞
と
の
遠
近
で
階
層
化
す
る
こ

と
」
を
探
究
す
る
の
）
99
（
か
、「
身
体
の
純
一
性
」
に
決
定
的
な
意
味
を
持
た
せ
る
の
か
、
検
討
課
題
は
多
い
が
、
そ
の
際
、「
認
知
過
程
の
自

由
」
の
議
論
を
参
照
す
る
こ
と
で
神
経
科
学
的
な
知
見
か
ら
こ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
問
題
を
捉
え
直
す
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。3　

憲
法
上
の
権
利
の
統
合
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

ま
た
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
は
従
来
の
精
神
的
自
由
権
論
を
統
合
的
に
捉
え
る
契
機
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
。
精
神
活
動
の
フ

ロ
ー
に
関
し
て
、
従
来
の
学
説
は
、
情
報
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
中
心
に
議
論
し
て
き
た
。
イ
ン
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
知

る
権
利
、
取
材
の
権
利
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
等
々
の
情
報
摂
取
の
自
由
の
保
障
が
議
論
さ
れ
、
他
方
、
外
部
世
界
に
表
出
す
る
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
に
対
し
て
は
、
表
現
の
自
由
、
報
道
の
自
由
、
信
仰
の
自
由
、
研
究
公
表
の
自
由
、
等
々
が
語
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
処
理
過
程
と

し
て
内
心
世
界
を
想
定
し
、
そ
こ
で
は
思
想
・
良
心
の
自
由
が
据
え
ら
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
表
現
の
自
由
は
、
情
報
流
通
の
全
過
程

に
及
ぶ
基
本
的
権
利
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
か
か
る
《
イ
ン
プ
ッ
ト
＝
処
理
過
程
＝
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
》
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
通
し
て
、

神
経
科
学
の
知
見
や
認
知
過
程
の
モ
デ
ル
化
理
論
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
情
報
処
理
過
程
の
措
定
の
是
非
を
含
め
て
、
精
神
的
自
由
権
の

体
系
を
捉
え
直
す
可
能
性
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

㈡　
「
汝
自
身
を
知
れ
（nosce te ipsum

）」

1　

心
の
所
在

　

前
節
２
で
見
た
よ
う
に
、
神
経
科
学
技
術
は
、「
隔
絶
さ
れ
た
要
塞
」
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
精
神
的
核
を
内
心
の
内
奥
へ
と
後
退
な
い
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し
退
却
さ
せ
て
い
る
が
、
他
方
、「
拡
張
さ
れ
た
心
」
論
は
、
内
心
の
聖
域
性
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
外
部
世
界
に
拡
張
さ
せ
る
方
向

に
議
論
を
反
転
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
結
局
、『
心
は
ど
こ
に
在
る
の
か
』
と
い
う
哲
学
的
問
題
が
改
め
て
問
い
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
す
る
。「
拡
張
さ
れ
た
心
」
論
は
、
い
わ
ゆ
る
心
身
問
題
、
唯
脳
論
、
唯
物
論
、「
新
し
い
実
在
論
」（
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
）
等

に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
議
論
群
に
対
し
て
「
認
知
過
程
の
自
由
」
が
何
を
教
え
て
く
れ
る
の
か
は
今
後
の
考
察
に
譲

り
た
い
。
こ
こ
で
は
精
神
／
物
質
二
元
論
に
つ
い
て
若
干
言
及
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

デ
カ
ル
ト
に
よ
る
二
元
論
の
提
唱
以
来
、
あ
る
意
味
で
厳
格
に
二
分
さ
れ
て
き
た
「
物
質
」
と
「
精
神
」
の
境
界
線
は
、
神
経
科
学
の

発
展
に
よ
っ
て
、（
も
と
も
と
そ
う
で
あ
っ
た
に
せ
よ
）
一
層
曖
昧
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
神
経
科
学
の
発
展
そ
の
も
の
が
、
精

神
作
用
を
脳
と
い
う
物
質
の
構
造
と
機
能
に
置
き
換
え
つ
つ
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
拡
張
さ
れ
た
心
」
論
が
精
神
を

「
認
知
過
程
」
を
経
て
、
外
部
世
界
に
延
伸
・
拡
張
し
、
認
知
に
関
わ
る
限
り
で
心
の
領
域
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
精
神
／
物

質
二
元
論
の
境
域
は
流
動
な
い
し
動
揺
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
二
元
論
の
問
題
設
定
自
体
の
妥
当
性
を
含
め
、
か
か
る
議
論
に
神
経

科
学
的
知
見
が
新
た
な
安
定
を
提
供
で
き
る
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
未
知
数
で
あ
る
。
や
は
り
「
脳
」
が
人
体
の
臓
器
で
あ
る
と
い
う

「
身
体
性
」
に
着
目
し
、「
身
体
の
純
一
性
」
に
よ
っ
て
認
知
過
程
の
拡
張
を
遮
断
す
る
の
か
、「
心
」
を
身
体
か
ら
解
き
放
ち
、
二
元
論

に
代
わ
る
新
た
な
哲
学
的
地
平
を
目
指
す
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

2　

自
己
の
内
部
の
「
他
者
」

　

最
後
に
、
神
経
科
学
の
発
展
が
「
人
間
観
」
を
変
容
さ
せ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
き
た
い
。

　

行
為
に
先
立
っ
て
一
定
の
無
意
識
的
な
処
理
（
潜
在
的
処
理
）
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
リ
ベ
ッ
ト
の
実
）
100
（
験
や
、
人
間

の
認
知
過
程
の
潜
在
性
や
自
動
性
に
つ
い
て
知
覚
・
感
情
・
記
憶
か
ら
推
論
時
の
錯
誤
ま
で
網
羅
し
て
論
じ
た
下
條
信
輔
の
知
）
101
（

見
な
ど
に

よ
り
、
無
意
識
の
過
程
が
判
断
や
意
思
決
定
を
左
右
し
う
る
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
自
己
」
と
い
う
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存
在
の
中
に
で
さ
え
も
、
そ
の
統
制
の
及
ば
な
い
「
他
者
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
認
知
科
学
や
神
経
科
学
の
知
見
は
、

自
ら
が
自
覚
で
き
る
意
識
的
な
認
知
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
潜
在
的
な
無
意
識
の
認
知
過
程
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
動
や
意
思
決
定
を
大
き

く
支
配
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
憲
法
学
が
措
定
す
る
近
代
的
個
人
観
あ
る
い
は
人
格
的
自
律
の
主
体
と
し
て
の
個
人
像
を
、
根
底
か
ら
変
容
さ
せ
う
る

イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
下
條
は
そ
の
著
書
の
中
で
、
上
記
の
よ
う
な
神
経
科
学
の
知
見
が
現
代
の
規

範
体
系
が
共
有
す
る
前
提
を
突
き
崩
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
主
張
し
、
顕
在
意
識
と
潜
在
意
識
と
が
混
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
「
潜

在
的
人
間
観
」
な
る
も
の
を
提
唱
し
て
い
）
102
（

る
。
人
間
観
に
対
し
て
神
経
科
学
が
与
え
る
影
響
や
、
そ
れ
を
憲
法
学
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

に
し
て
受
け
止
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
重
大
な
作
業
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
自
己
の
中
に
存
在
す
る

「
他
者
」
を
い
か
に
受
け
止
め
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、「
潜
在
的
人
間
観
」
な
る
も
の
を
ど
こ
ま
で
神
経
科
学
が
解
明
で
き
る
の
か
と

い
う
技
術
フ
ロ
ン
ト
の
進
捗
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
、
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

五　

結
語
に
代
え
て

　

二
〇
一
九
年
八
月
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
不
法
移
民
の
子
供
を
無
期
限
で
収
容
で
き
る
よ
う
に
新
た
な
規
則
を
導
入
し
た
が
、
そ
の
流
れ

の
中
で
、
二
〇
一
八
年
に
、
政
府
が
出
資
し
た
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
郊
外
に
あ
る
シ
ャ
イ
ロ
治
療
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
た
不
法

移
民
の
子
供
に
対
し
て
、
心
的
外
傷
を
負
う
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
名
目
で
抗
精
神
病
薬
や
抗
う
つ
剤
等
を
繰
り
返
し
投
与
し
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
）
103
（
た
。
本
来
テ
キ
サ
ス
州
の
法
律
で
は
子
供
に
薬
剤
を
投
与
す
る
際
に
は
親
の
同
意
か
、
裁
判
所
に
よ
る
命
令
が
必
要
と
さ
れ
る

も
の
の
、
こ
の
規
則
は
無
視
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
薬
剤
が
「
飲
む
拘
束
衣
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

告
発
さ
れ
て
い
る
。
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か
か
る
事
態
は
、「
認
知
過
程
の
自
由
」
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
人
身
の
自
由
で
基
本
的
に
対
処
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
子
供
に

対
す
る
善
意
の
治
療
を
名
目
と
し
て
、
脳
操
作
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
前
述
の
事
案
は
示
唆
し
て
い
る
。
神
経
科
学
の
技
術
的
発
展
や
そ
れ

を
利
用
す
る
善
意
悪
意
両
面
の
政
治
性
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
確
か
に
、
人
間
の
脳
あ
る
い
は
認
知
過
程
に
対
し
て
影
響
を
与
え

る
も
の
は
神
経
科
学
だ
け
で
は
な
い
。
我
々
の
認
知
過
程
は
日
々
様
々
な
知
覚
刺
激
を
受
け
、
様
々
な
情
報
処
理
を
行
い
、
そ
し
て
、
可

塑
性
と
い
う
脳
の
特
徴
を
も
と
に
変
化
を
続
け
て
い
る
。
本
稿
で
中
心
的
に
取
り
上
げ
た
神
経
科
学
技
術
を
用
い
ず
と
も
、
例
え
ば
、

ナ
ッ
ジ
や
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
っ
て
我
々
の
認
知
過
程
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
格
に
間

接
的
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
人
格
そ
の
も
の
を
（
直
接
的
か
つ
非
侵
襲
的
に
）
改
変
し
う
る
神
経
科
学
の
影
響
に
は
、
や
は
り
情
報

科
学
や
（
設
計
図
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
そ
の
後
の
環
境
変
化
に
は
関
与
し
な
い
）
遺
伝
子
学
と
は
異
な
る
固
有
の
期
待
と
危
険
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

神
経
科
学
の
進
展
が
実
際
の
技
術
利
用
や
実
践
に
ど
れ
だ
け
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
冷
静
に
見
守
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
が
、
神

経
科
学
な
い
し
神
経
法
学
が
提
起
し
た
（
仮
想
的
に
せ
よ
）
理
論
的
課
題
は
、
実
定
法
学
を
支
え
る
理
論
を
問
い
直
す
契
機
を
提
供
す
る

も
の
と
し
て
独
自
の
貢
献
を
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
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